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■　編　集　後　記

　30年も前でしょうか．今程生命科学の研究が盛んでは無い頃でしたが，ある有名な科学雑誌上で多人数，大
規模に行われるビッグサイエンス，それとも少数で個性的に行われるスモールサイエンスのどちらが優れてい
るかという討論が行われました．それぞれの代表格の研究者が登場して論陣を張りました．結論はそれぞれに
いいところがあるという大岡裁きでした．
　現在の生命研究の流れは世界的に明らかにビッグサイエンスに向かっています．我が埼玉医科大学雑誌第
31巻1号では，この流れに対抗するかのごとく個性的なスモールグループ，個人による研究が多く発表され
ています．スモールグループの研究もっともっと頑張れ！エールを送るのは私だけではないでしょう．埼玉
医科大学雑誌に優れた個性的な研究を発表しましょう．読者の皆様よろしくお願いします．
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